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1品質保証部　品質統括室

2024年　1月　～　2024年　6月

 本テーマで　　　件目  社外発表　　　件目

47.7歳（ 最高　63　歳、最低　27　歳 ）

30

これより、多様性会の発表をはじめます。
テーマは、「ファイル探索時間の低減で日常業務を快適に！」です。
発表者は、品質保証部、品質統括室の平埜です。

会社紹介です。
愛三工業は愛知県大府市に本社があり、国内外で自動車部品の製造・販売を行っています。

ファイル探索時間の低減で日常業務を快適に！

平埜　翔太

ヒラノ　ショウタ

愛三工業株式会社

アイサンコウギョウカブシキガイシャ

職場紹介です。
私たちのサークルは、品質保証部 品質統括室の監査グループと企画グループに所属しています。
主な業務は、愛三の国会として会社のルール・方針を作ることと、品質の学祭運営委員として品質行事を企画・
推進することです。

サークル紹介です。
多様性会サークルは、グラフと表に示しているように年齢層が幅広く、在籍年数が浅いメンバーで構成されて
います。
サークルレベルとして、活動前はX軸・Y軸ともに2.8点で、Cゾーンに位置しているため、本活動を通してワン
ランクアップのBゾーンを目指しました。

自己紹介です。
私は2023年10月に愛三工業に入社し、入社時は品質保証部の市場品質保証室に在籍していましたが、翌年1月に品
質統括室に異動となり、現在に至ります。
品質統括室に異動となり室員とのコミュニケーションが取れず困っていたときに、石川世話人から「QCの勉強に
もなるし、メンバーとコミュニケーションを取る良い機会だからテーマリーダーやってみる？」と声をかけてい
ただき、不安はありましたが、自分の成長のためにもやってみることにしました。

テーマ選定です。
サークルメンバーで困りごとをリストアップし、共通性、効果、時間で評価した結果、「品質月間の準備に時
間がかかる」と「ファイルを探すのに時間がかかる」の2つが同率となり、どちらをテーマにしようか迷ってい
たとき、少し前の出来事を思い出しました。

①赤字

②

③

④下部の「サークル紹介」も作成ください。

⑤カラーで品質保証部 品質統括室

サークル名：多様性会

発 表 者：平埜 翔太

ＰＣ補助者：武智 慶真

＜２０２４年度 品質スローガン＞

テーマ

ファイル探索時間の低減で
日常業務を快適に！

１. 会社紹介
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愛三工業株式会社​社名​

愛知県大府市共和町1-1-1​本社所在地 ​

代表取締役社長 野村 得之​代表者​

自動車用部品等の製造・販売​事業内容 ​

1938（昭和13）年12月​設立​

10,714百万円​資本金​

東京証券取引所 ：プライム市場​
名古屋証券取引所：プレミア市場 ​
証券コード：7283 業種：輸送用機器​

株式​

2,408億06百万円（2022年度）​連結売上高 ​

10,459名（連結）／3,147名（単独）※臨時従業員含む​従業員数 ​

連結子会社28社（日本5、海外23）​
関連会社1社（日本1）​

グループ会社 ​

〈国内〉 〈海外〉

〈主要製品〉
〈会社概要〉

２. 職場紹介
品質保証部

品質統括室

市場品質保証室 計測管理係(QM)

企画Gr(QP)

監査Gr(QS)

ⅰ）社内規定 ≒ 社内の法律​
社内の法律を 作る! 守る! 守り易いように改定する!​

ⅱ）品質基盤方針 ≒ 会社のマニフェスト​
全社員に向けた目標を掲げて社員の力を最大限に発揮！

品質意識向上に繋がるイベントを企画・運営​
・仕入先展示会を開いて全社に案内​
・社外講師を招いて講演会開催​
・品質川柳の公募＆優秀賞表彰​
・オール愛三ＱＣサークル大会開催 …etc.

会社の“ルール・方針” を作る

愛三の“国会”
１ “品質行事”を企画/推進

品質の“学祭運営委員”

愛三従業員の
“品質意識/知識の底上げ”と

“しくみづくり”が使命！！

2

講演会展示会
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３－１. サークル紹介

7名 (男性：6 女性：1)構成員

47.7歳 (27～63歳)平均年齢

2.2年 (0.5～4年)
室在籍年数
(品質統括室)

2022年11月結成
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年齢層が幅広く、室在籍年数が浅い
メンバーが多いサークルです！

メンバー構成
平均点レベル評価

評価内容
目標活動前目標活動前

3.82.8

４3問題解決

X軸
32運営方法
４3QC手法
43標準類理解度
4３改善能力

3.62.8

３2チームワーク

Y軸
43会合実施状況
4３推進者と連携
32向上心
４４職場雰囲気

レベル評価
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X軸評価 Y軸評価

Ｂゾーンを目指して活動！

：若手 ：ベテラン
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３－２. サークル紹介

自己紹介

テーマリーダー立候補の経緯

平埜

2023年10月に愛三工業に入社

2023年10月～24年12月：品質保証部 市場品質保証室
2024年1月 ～現在 ：品質保証部 品質統括室

平埜 石川世話人

QCサークルってなんだろう？
品質統括室は年齢層が高くて声をかけづらいなぁ…

QCの勉強にもなるしメンバーとのコミュニケーションを
取る良い機会だからテーマリーダーやってみる？

分かりました！
不安はありますが、やってみます！！
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４－１. テーマ選定

合計時間効果共通性困りごとGr

２５◎◎△IATF16949の報告書がすぐに集まらない監査

３△△○納入不良の情報収集に時間がかかる企画

７５◎○◎品質月間（毎年11月）の準備に時間がかかる両方

２５△◎◎異動者がすぐに作業できる環境が整っていない両方

２５◎△◎PCの使い方が分からない両方

７５○◎◎ファイルを探すのに時間がかかる両方

◎：５点 ○：３点 △：１点困りごとテーマ選定マトリックス図

同率のテーマ候補が２つあったのですが…
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ある日の会議前のできごと…。
過去に使用した資料を会議までに準備するように上司から依頼されていましたが、資料がどこに保存されているか
分からず、会議に間に合わないということがありました。
このことを思い出し、テーマ名を「ファイル探索時間の低減で日常業務を快適に！」に決定。

現状把握として品質統括室のフォルダ構成を確認しようとしましたが、いきなり問題発生です。
品質統括室のフォルダが多すぎて、手作業でフォルダ構成を確認するのは困難なことが判明。

フォルダ構成の確認方法で悩んでいたところ、サークルメンバーかつDX技術者の稲生さんからアイデアが。
「最近、愛三でも生成AIが使えるようになったから、これを活用できないかな？」
それを聞いた鶴田さんから「フォルダ階層と数を自動でカウントするツールを作るのはどうでしょう？」。
2人のアイデアを採用。
生成AIの使い方を学びながらツール作成に取り掛かることにしました。

作成したツールを使いフォルダの数を確認したところ、フォルダは全部で17階層あり、多い階層ではフォルダだけ
で1万を超えていることが判明。

また、サークルメンバーを対象に、指定したファイルを探すのにかかる時間を調査しました。
タイムリミットを10分とし、調査対象を、1か月に1回開くファイル、半年に1回開くファイル、ほとんど開かない
ファイルの3つとしました。
その結果、1か月に1回開くファイルや、半年に1回開くファイルについては平均5分以内に探すことができました
が、ほとんど開かないファイルでは、平均9分かかっていることが分かりました。
ほとんど開かないファイルは、時間内に探すことができない人が、7人中5人という結果に。

現状把握の結果を踏まえ、ほとんど開かないファイルでも平均5分以内に探せることを目標に設定しました。

活動日程です。
このような日程で、ベテランと若手をペアにして活動しました。

要因解析です。
「ファイルを探すのに時間がかかる」という問題に対し、特性要因図を用いて要因解析を行いました。
しかし、サークルメンバーからたくさんの要因をあげてもらいましたが、どのようにまとめて良いか分かりません
でした。

４－２. テーマ選定

会議までに資料を探しきれず、次回の会議で報告することに…

お願いしていた過去の資料は、準備できている？

会議まで５分だから急いでね。

この辺にあるはずだけど…
どこにあるのか分からない…。

ある日の会議前のできごと

「ファイル探索時間の低減で日常業務を快適に！ 」に決定！
＜テーマ名＞
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石川室長

平埜

５－１. 現状把握

 いきなり問題発生 

現状把握として、品質統括室のフォルダ構成を確認…

フォルダが多すぎて手作業で
フォルダ構成を確認するのは
困難なことが判明…
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５－２. 現状把握

最近、愛三でも生成AIが
使えるようになったから、
生成AIを活用できない
かな？

稲生さん
（DX技術者）

どうやってフォルダ構成を
確認すれば良いのだろう…

【生成AIとは】
・人工知能（AI）の一種で、新しい情報やデータを自動的に生成することができる
・機械学習やディープラーニングの技術を使用して、与えられたデータやパターンから新しいデータや内容を

生成する能力を持っている

生成AIの使い方を学びながらツール作成に取り掛かることに！

鶴田さん

フォルダ階層と数を自動
でカウントするツールを
作るのはどうでしょう？
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５－３. 現状把握
生成AIを活用しフォルダ数を確認できるツールを制作

フォルダは全部で17階層あり、多い階層ではフォルダ数が10000を超えていることが判明…

【ファイルとは】
PowerPoint、Excel、Wordなど様々な形式のデータのこと

PowerPoint

Excel

Word など

【フォルダとは】
・ファイルを収納する入れ物のこと
・フォルダの中にはフォルダを作ることもできる

1階層 2階層 3階層

…
…

…

…
…
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５－４. 現状把握

調査③調査②調査①メンバー

稲生

小野

藤原

鶴田

松元

河野

平埜

平均

調査内容：指定ファイルを探す時間
タイムリミット：10分

ほとんど開かないファイルは
時間内に探すことができない
結果に…

調査① たまに開くファイル（１回/１ヶ月）

調査② あまり開かないファイル（１回/６ヶ月）

調査③ ほとんど開かないファイル

２分
１分
２分
２分
２分
１分
１分
２分

３分
６分
６分
４分
６分
５分
３分
５分

５分
１０分
１０分
１０分
１０分

８分
１０分

９分
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６. 目標設定
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調査の結果をもとに、ほとんど開かないファイルでも
５分以内に探せることを目標に設定！

平均9分

平均5分

□：改善前
□：目標
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７. 活動日程

6月５月４月３月２月１月担当ステップ

全員テーマ選定

全員現状把握

全員
目標設定
日程計画

稲生

鶴田

要因解析
検証

藤原

平埜

対策立案
対策実施

小野

平埜
効果の確認

松元

河野

標準化
管理の定着

：計画 ：実績

ベテランと若手を
ペアにして活動！！
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８－１. 要因解析

フ
ァ
イ
ル
を
探
す
の
に
時
間
が
か
か
る人 方法

機械 材料 フォルダ構成が乱雑

フォルダが多すぎる

フォルダが整理されていない

保存場所が分からない

PC操作に時間がかかる

検索できない

フォルダ/データの
名前が分からない

分類分けできないデータが
どこにあるか分からない

フォルダ/データの名前の
付け方が決まっていない

人によって名前の
付け方が異なる

データの名前が分からない

教育がない

引継ぎがない

コミュニケーション不足

PC操作が苦手

データ保管のルールがない

検索に時間がかかる
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８－２. 要因解析

QCのプロ（大濵さん）から「連関図」を使ってみたら？とアドバイス

連関図

要因Ｃ

解決すべき問題 要因Ｆ

要因Ｄ

要因Ｂ

要因Ａ

要因Ｅ

要因Ｇ

ポイント！

複雑に絡み合う関係性の問題から要因を
見つけられるよ
なぜ？なぜ？をくりかえすと良いよ

さぁ！みんなでやってみよう！

勉強会を行うことに！
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８－３. 要因解析

ファイルを探すのに時間がかかる

フォルダ名が想像できない

コミュニケーション不足データ保管のルールがない PC操作が
苦手

ベテラン

①

ファイルを探すのに時間がかかるの連関図
作成日：2/23 作成者：全員

名前の付け方が分からない 人によって異なる

フォルダが整理されていない フォルダが多い

フォルダ構成が乱雑

②

検索に時間がかかる

検索速度が遅い
③
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困っている様子を見ていたQCのプロである大濵さんから「連関図を使ってみたら？」とアドバイスをもらい、勉強
会を行いました。

その後、連関図を用いて要因解析を行い、「データ保管のルールがない」、「フォルダが整理されていない」、
「検索速度が遅い」の3つの要因について検証することにしました。

要因①の検証です。
フォルダ階層ごとのフォルダ数を確認したところ、1～2階層はファイル基準に沿って分類分けされているのでフォ
ルダ数が少ないですが、3層目以降は基準がないことでフォルダ数が多くなっていることが分かりました。
このことから、要因①は対策が必要と判断。

「フォルダ保管のルールを決める」という目的に対して対策案をリストアップし評価した結果、「管理者を決め
る」、「フォルダの名前の付け方を決める」、「古く使用しなくなったフォルダ・ファイルを入れる場所を決め
る」を採用し、これらをもとにルールを決めることにしました。

既存のフォルダ・ファイルに適用するものと、新規フォルダ・ファイルに適用するものをそれぞれルール化しまし
た。
このルールを各自が守ることで、フォルダ階層やフォルダ数の増加を抑制することが期待されます。

次に要因②の検証です。
フォルダ構成を確認した結果、別の場所に同じ名前のフォルダがあることや、退職や異動になった人のフォルダが
残っているということが分かりました。
このことから、要因②は対策が必要と判断。

「フォルダを整理する」という目的に対して対策案をリストアップし評価した結果、「重複したフォルダを1つに
統一」、「からのフォルダを削除」、「会社に在籍しない人の個人フォルダを整理」を採用し、たな卸しすること
にしました。

たな卸し前後のフォルダ数をグラフ化しました。
グラフの青線がたな卸し前のフォルダ数、赤線がたな卸し後のフォルダ数を示しており、たな卸しの効果はいまひ
とつ。
顧客データを扱う部署ということもあり、これ以上のたな卸しは困難と判断。

８－２. 要因解析

QCのプロ（大濵さん）から「連関図」を使ってみたら？とアドバイス

連関図

要因Ｃ

解決すべき問題 要因Ｆ

要因Ｄ

要因Ｂ

要因Ａ

要因Ｅ

要因Ｇ

ポイント！

複雑に絡み合う関係性の問題から要因を
見つけられるよ
なぜ？なぜ？をくりかえすと良いよ

さぁ！みんなでやってみよう！

勉強会を行うことに！
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８－３. 要因解析

ファイルを探すのに時間がかかる

フォルダ名が想像できない

コミュニケーション不足データ保管のルールがない PC操作が
苦手

ベテラン

①

ファイルを探すのに時間がかかるの連関図
作成日：2/23 作成者：全員

名前の付け方が分からない 人によって異なる

フォルダが整理されていない フォルダが多い

フォルダ構成が乱雑

②

検索に時間がかかる

検索速度が遅い
③
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９－１. 要因①の検証

検証結果：対策が必要
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要因①：データ保管のルールがない
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ファイル基準
（ファイリング基本分類体系）

９－２. 要因①の対策立案

目的

デ
ー
タ
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管
の
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ー
ル
を
決
め
る

合計納期コスト効果工数手段

375◎◎○◎管理者を決める

15△◎○△フォルダ階層の最高階層を決める

225◎◎○○フォルダの名前の付け方を決める

225◎◎○○
古く使用しなくなったフォルダや
ファイルを入れる場所を決める

◎：５点 ○：３点 △：１点

要因①：データ保管のルールがない
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９－３. 要因①の対策実施 要因①：データ保管のルールがない

詳細対策

1. 管理者を決める ⇒ 平埜【主】、鶴田【副】

2. １～２階層に新しくフォルダを作成する場合は管理者に相談する

3. 定型化された業務は、年度 月日の順にフォルダを作成する

4. フォルダ名にNo付けを行う

5. 古く使用しなくなったデータ/フォルダは旧フォルダに入れる
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1. 新しくフォルダを作成する場合は、同じフォルダがないことを確認する

2. 突発業務は、業務分掌に沿ったフォルダにファイルを保存する

3. 業務分掌にない業務は一時保存フォルダに一時保存する

⇒３か月後に振り分け先を議論（室Mtgなど）

新
規
フ
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ル
ダ
・

フ
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に
適
用

上記のルールを各自が守ることで、フォルダ階層や
フォルダ数の増加を抑制することが期待される
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10－１. 要因②の検証 要因②：フォルダが整理されていない

検証結果：対策が必要

フォルダ名：02 QCサークル
場 所：教育訓練
内 容：全社QCサークル事務局関係

フォルダ名：09 QCサークル
場 所：室内共有
内 容：室内QCサークル活動関係

別の場所に同じ名前のフォルダがある（上記の例以外にも複数あり）
他にも、退職や異動になった人の個人フォルダが残っている等…

QCサークルという
フォルダが２つある
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10－２. 要因②の対策立案

目的
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合計納期コスト効果工数手段

75○◎◎△重複したフォルダを1つに統一

75○◎◎△空のフォルダを削除

225◎◎○○
会社に在籍しない人の個人フォルダを
整理

25△◎◎△長期間使用していないフォルダを削除

◎：５点 ○：３点 △：１点

要因②：フォルダが整理されていない
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10－３. 要因②の対策実施 要因②：フォルダが整理されていない

詳細対策
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たな卸し後のフォルダ数を確認したところ、効果はいまひとつ
顧客データを扱う部署であり、これ以上のたな卸しは困難…
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11－１. 要因③の検証

エクスプローラー（PC備え付け機能）で検索した結果…

要因③：検索速度が遅い

検証結果：対策が必要

検索完了までに35分
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サークル名の「多様性会」で検索

11－２. 要因③対策立案

合計納期コスト効果工数手段

9△△○○通信環境を改善（ネットワーク向上）

9△△○○PCの高性能化（処理能力向上）

◎：５点 ○：３点 △：１点

要因③：検索速度が遅い

要因①、②の対策で効果を確認することに
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る

自部署での改善不可



次に要因③の検証です。
PC備え付けの機能であるエクスプローラーを使って、サークル名である「多様性会」で検索した結果、検索完了ま
でに35分かかりました。
このことから、要因③は対策が必要と判断。

「検索速度を速くする」という目的に対して対策案をリストアップしましたが、通信環境改善とPC高性能化は自部
署で改善できる内容ではないので、要因①、②の対策で効果を確認することにしました。

要因①、②の対策後に指定ファイルを探す時間を再調査した結果、ほとんど開かないファイルを探す時間が平均8
分で、目標を達成できませんでした。
そこで、要因③の対策として他に良い案がないか再度検討することにしました。

検索速度をあげる方法でなかなか良い案が出ず悩んでいたところ、「現状把握で使った生成AIを活用してツールを
作成するのはどう？」というアイデアが。
生成AIの使い方は分かっているので、全員参加で検索ツール作成に取り掛かりました。

何度もトライ＆エラーを繰り返しながらも、生成AIの活用により無事、検索ツールを作成することができました。 「スタート」ボタンを押してから、検索完了まで約1分です。
PC備え付け機能のエクスプローラーでは検索に35分かかっていたので、30分以上の短縮になりました。

要因③の対策後に、指定ファイルを探す時間を再調査したところ平均2分で探すことができるようになり、目標達
成！

活動後のレベル評価ですが、X軸、Y軸ともに上昇し、目標としていたBゾーンにレベルアップすることができまし
た。
今年度も活動を続けることで更なるレベルアップを目指します。
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12. 効果の確認
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対策後に調査を行ったところ、目標（５分以内）を達成できず…

平均9分

平均８分

□：改善前 □：目標 □：改善後

調査① たまに開くファイル（１回/１ヶ月）
調査② あまり開かないファイル（１回/６ヶ月）
調査③ ほとんど開かないファイル

指定ファイルを探す時間を調査

調査③調査②調査①メンバー

１０分※５分２分松元

１０分※５分１分小野

１０分※５分２分藤原

８分４分２分鶴田
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８分４分２分平均

目標５分

３分
オーバー
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要因①、②の対策では目標が達成できなかったので、
要因③の対策として他に良い案がないか再度検討することに！

検索速度をあげる方法で悩んでいたところ…

要因③：検索速度が遅い13－１. 要因③対策立案（再）

検索速度をあげるには
どうすればいいかな…？

現状把握の時みたいに

生成AIを活用してツールを作る
のはどうでしょうか？

なるほど、いいですね！
生成AIの使い方は分かっているし、
早速やってみましょう！

全員参加で検索ツールを作成することに！
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13－２. 要因③の対策実施 要因③：検索速度が遅い
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検索時間は約１分!!

13－２. 要因③の対策実施 要因③：検索速度が遅い
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14－１. 効果の確認（再）
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対策後に調査を再度行ったところ…
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調査② あまり開かないファイル（１回/６ヶ月）
調査③ ほとんど開かないファイル

指定ファイルを探す時間を調査

目標（平均５分）を上回る結果に！
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14－２. 効果の確認
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15. 標準化と管理の定着

どのように
How to

いつ
when

誰が
who

なぜ
why

何を
what

標
準
化

品質統括室のフォルダ内に
検索ツールを常設

5月31日平埜検索速度向上検索ツール

品質統括室のフォルダ内に
フォルダ作成基準を常設

３月29日
QCC

メンバー
フォルダ作成
基準がない

フォルダ作成基準

1年に１回６月14日全室員ルール順守の徹底
フォルダ作成基準が

守られていることを点検

検索ツールの部内横展を検討中
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16. 反省と今後の進め方

＜反省＞
・役割によって負担に偏りができてしまった

⇒困っている人がいればサークルメンバー全員でフォローし解決することで
チームワークが強化できた

＜良かったこと＞
・ベテランと若手がペアを組んで活動することで、お互いの得意なことを

活かすことができた
・生成AIの使い方、活用方法を学ぶ機会になった

＜今後の進め方＞
・属人化の脱却と室内の困りごと改善を目標に引き続き活動を継続することで、

更なる業務の効率化と快適化を目指します！

はじめは不安でしたが、テーマリーダーをやってよかったです！
QCサークルを通して、QCの知識向上はもちろん、メンバーとの
コミュニケーションを円滑に取れるようになりました！

35/35



標準化と管理の定着です。
検索ツールとフォルダ作成基準を室内フォルダのトップに常設し、すぐに確認・使用することができるようにし、
フォルダ作成基準が守られていることの点検は、1年に1回行うようにしました。
また、検索ツールは部内に横展することを検討中です。

反省と今後の進め方です。
役割によって負担に偏りができてしまったことが反省点でしたが、困っている人がいれば全員で協力し、解決する
ことでチームワーク強化に繋がりました。
また、ベテランと若手がペアを組んで活動することで、お互いの得意なことを活かし、目標達成できたことは良
かったことだと思います。
属人化の脱却と、室内の困りごと改善を目標に、引き続き活動を継続することで、更なる業務の効率化と快適化を
目指します。

多様性会の発表は以上です。
ご清聴ありがとうございました。
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ご清聴ありがとうございました

＜２０２４年度 品質スローガン＞


